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たけのこ手毬寿司 

 

 

２０２２年 3月発行 

Ｖｏｌ．50 

今月のトピックス 

旬の食材レシピ 

材用(2人分) 

白米   １合 

タケノコ(水煮) 1/6個 

＜調味料 A＞ 

カツオ出汁  1/4カップ 

酒      小さじ 2弱 

砂糖     大さじ 1/2 

しょうゆ   小さじ 1弱 

キヌサヤ   1枚 

＜合わせ酢 B＞ 

酢      大さじ 1 

砂糖     大さじ 1/2 

塩      小さじ 1/6 

 

 

 

 

 

 

 1月は総数 89 件と前月と比べると若干少ないです
が、目標数は達成できています。 

 医療病棟 32件、介護医療院 57件であり、薬剤が
医療・介護合わせて 28件と前月と同様多くなってい
ます。その内、内服薬 21件、注射薬 5件であり、配
薬されていなかった、時間のまちがい、患者まちが
い、定期薬、臨時薬のセットまちがい、ホチキスど
めがはずれていた、配薬箱に残っていたなど確認不
足、連携不足などがみられています。しっかり確認
をしていきましょう。 

1月のインシデント・アクシデント 

 ユマニュチュードの 5 つのステップ 

ステップ 1出会いの準備 

 自分が来たことを知らせ、“ケアの予告”をするプロセス

です。自分の来訪をまずノックをすることで相手に知らせま

す。具体的には➀3回ノック➁3秒待つ➂3回ノック➃3秒待

つ⑤１回ノックしてから部屋に入る。大部屋の場合は壁やベ

ッドをノックして相手の反応をみます。⑤までで反応がない

場合は正面から近づき、相手の視線を合わせて話をします。 

ステップ 2ケアの準備 

 介護者は、今から患者のケアをすると患者に伝えておく必

要があります。仮にステップ 1で承諾を得られたとしても、

このステップ 2で断られた場合、一旦ケアは諦めます。ケア

をするのに同意をえることは必須です。 

ステップ 3知覚の連結 

 ステップ 3でケアに入ります。このステップのケアとは、

患者に必要なケア全般をさします。なお、この方法について

は、患者個人に合った適切な方法をとる事が必要です。この

ステップでは、先に述べた 4つの柱「見る」「話す」「触れ

る」「立つ」を利用しながらケアにあたります。 
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医療病棟 介護医療院

1 米を通常より水を少なめにして炊き
上げる 

2 タケノコは、穂先 3㎝ほどを飾りつ

け用に薄切りにし、残りは長さ 1㎝
の細切りにしておく 

3 鍋に「2」で細切りにしたタケノコ
と、＜調味料 A＞を入れて、沸騰した
ら弱火で 15分煮含めてさましておく 

4 キヌサヤは、筋をとって、沸騰した
お湯でさっと茹で、冷ましてから 1

㎝幅に斜め切りにしておく 

5 「1」の米が炊き上がったら、＜合わ

せ酢 B＞を回し入れ、5分蒸らしてか
ら、「3」のタケノコを加え、切るよ
うに混ぜる 

6 ラップの中央に、「2」の飾りつけ用
タケノコを置き、その上に「5」のご

飯をひと口大のせ、ラップの端４箇
所を合わせて持ち、絞り上げる 

 

ステップ 4感情の固定 

 ケアを通して、介護者は患者に良い記憶を残すように意識

することが必要です。認知症患者は、認知症が進行しても感

情の起伏があった出来事のことはよく覚えている傾向があり

ます。 

ステップ 5再会の約束 

 ステップ 1からステップ 4までをしっかり実行することが

できたら、最後に患者と次回のケアを約束します。患者が介

護者に良い印象を抱いていれば、患者はまた来て欲しいと感

じ、次回のケアをしても良いと約束してくれるでしょう。 

 ユマニュチュードは、介護職・看護の人手不足を防ぐこと

ができます。ユマニュチュード技法を導入することにより介

護する人の負担が減るため、介護職の離職率の低下にもなる

と考えられています。次回はパーソンセンタードケアについ

て考えていきましょう。 

ユマニチュードとは 

 

 


